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者が多くを占めていたが、近年レジャー

（ダイバー）に対する治療患者が増加して

います。

海難事故の９割が沿岸２０海里未満の水

域で発生しているが、沖縄は東南アジアを

はじめ、中近東方面へ航行する商船や、そ

の他の船舶が往来する重要な海域にあり、

瞬時に発生する遭難事故に緊急に対応する

水難救済会関係者の献身的な活動に負うと

ころが大であり、洋上現場での海難救助活

動は昼夜を問わず悪天候で強風、豪雨の中

での活動を余儀なくされ、救助活動をする

医師や看護師、海上保安庁の救急隊員の職

務はそれこそ命を懸けて活動している現実

を多くの関係者、県民はその苦労の程を是

非理解して戴きたい。

小生も過去２０数年の間に１０数回、海

上保安庁のヘリコプターに搭乗し洋上救急

に携わってきたが、或る日のエピソードを

披露する。

病院の日常業務が終わり、やれやれと一

段落している折に、「海上保安庁１１管区

からの電話です」と夜勤のナースからの連

絡を受ける。「これから洋上救急をお願い

したい…」と担当官からの要請。急ぎ病院

へ戻り、救急バッグを持参の上、タクシー

にて空港基地内の指定場所へ。

折からの梅雨の最中で、荒れ模様の南大

東沖を目指してヘリコプターに搭乗。途中、

パイロットと地上管制官との洋上の悪天候

の情報のやりとりを聴きつつ、豪雨荒れ狂

う梅雨前線の中に突入し、やがて現場近海

で目的の船舶を探すも真暗闇の中、激しい

風雨で難渋する。折から応援にかけつけて

いる航空機からの照明弾数発の投下で辛う

じて目的とする船舶の上空で、我がヘリコ

プターは船舶の煙突からの排煙を避けるべ

く、無線で船長に船の進路方向を、右へ左

へ指示しつつ接近しマスト近くまで降下し、

ホバリングの中、救急隊員がそれこそ命を

懸けて当該船舶の甲板に着船し、患者を吊

り上げヘリコプター内へ。応急処置を行い

ホバリングの中、救急隊員がそれこそ命を

懸けて当該船舶の甲板に着船し、患者を吊

り上げヘリコプター内へ。応急処置を行い

つつ…更に風雨の中を那覇基地へ…。

ところが患者は中近東の方で日本語、英

語が全く通じない！！

保険会社から来院の通訳を介してのやり

とりで一段落。

院内業務を終え、更に救助活動で心身共

に疲れ果て乍らも瀕死の患者の尊い命を救

え得た安堵感で、医者冥利につきる瞬間を

覚えつつ使命を果たす。これこそ、洋上救

急に携わっている者しか味わえない貴重な

体験である。

【感謝状を受け取る大仲理事長】

【日本水難救済会より贈られた感謝状】
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に沿った「症例トレース型ケアプロセス」

が導入されます。受け入れ調整時のＭＳＷ

の連携や、来院時の医事課による入院説明、

ルーティンの検査室全般の対応、医師のＩ.

Ｃと同意書、待ち時間対策や外来から病棟

までの円滑な申し送り等、入院当日ひとつ

とってみても、様々な場面での確認がなさ

れるでしょう。

「その時、どの書類を用いて・どのマ

ニュアルに則ってどのように対応をした

か」を患者様の主治医やプライマリーナー

ス、リハや事務系担当者に面接で直接確認

する、これが最大の特徴と言えます。つま

り、患者様を中心として周囲で関わった全

ての職員がサーベイの対象です。（ドキド

キ♡）

大まかではありますが、以上が「病院機

能評価3rd.G:Ver1.1」の内容です。この機

会に私達の日頃の医療を見つめなおし、

「ひたすら病める人々のために」精進して

いきましょう！

【3月16日に当院で行われた病院機能評価説明会の様

消防
平成２９年

３月２２日

平成２９年３月２２日（水）と３月３０日（木）の両日、

年度末の慌ただしい時期に消防訓練を行いました。

災害は突然やってきます。どんなに忙しいからと言って回

避できるものではありません。いつでも冷静に対応できるよ

う訓練を重ね、患者様の命を守れるように今後も職員一丸と

なって頑張りましょう。

1.出火元は厨房という想定 2.通報訓練の様子 3.避難訓練の様子

4.初期消火の重要性を語る糸洲用度課長 5.消火器の使用方法を説明する中村さん 6.消火訓練の様子

※写真は３月２２日に撮影された訓練風景です。



 



 



 



 



 

 

外 来 担 当 医 師

AM/PM 月 火 水 木 金 土

AM 石 田 石 田 石 田 石 田 石 田 石 田

AM

AM

AM

AM 大仲・島袋 大 仲 千 葉 大 仲 大 仲 大 仲

PM 中 村 中 村 石 田

PM 藤 倉 藤 倉 藤 倉

PM 長 島※1 長 島※1 下 地

PM

PM 大仲・島袋 大 仲 千 葉 外 間 小 西 大 仲

■ 一 般 診 療 体 制 表

診 療 科

内 科 １

内科２(総合診療)

外 科

心 療 内 科

脳 神 経 外 科

AM 鈴木(第2・4) 鈴 木

AM

AM

平

當間・仲程

平

當間・仲程 當間・仲程 當間・仲程

平

當間・仲程

琉 大

當間・仲程

AM

PM 鈴 木 鈴 木

PM 平 平 平

PM 當間・仲程 當間・仲程 當間・仲程 當間・仲程

PM

循 環 器 内 科

整 形 外 科

歯 科

皮 膚 科
琉 大

石津医師 完全予約制(不定期 月１～２回)

AM/PM 月 火 水 木 金 土

AM 大 仲 大 仲 大 仲 大 仲 大 仲 大 仲

AM 小 西 小 西 小 西 小 西 小 西

PM 大 仲 大 仲 大 仲 外 間 大 仲 大 仲

PM 小 西 小 西 小 西 小 西 小 西

■ 特 殊 診 療 体 制 表

診 療 科

高気圧酸素治療

ガンマナイフ
治 療・外 来

AM/PM 月 火 水 木 金 土

AM 長 島 長 島 長 島 下 地 石 田 石 田

■ 健 康 診 断 ・ 精 密 検 査

診 療 科

内 視 鏡 検 査

AM 長 島 長 島 長 島 長 島乳 が ん 検 診

AM 石 田 石 田 石 田 石 田 石 田 石 田内 科 健 診

AM 中 村 中 村 中 村 中 村 中 村 中 村婦 人 科 健 診

■受付時間

■診察時間

／午前 ８：３０ ～ １２：３０ 午後 １３：３０～ １７：３０

／午前 ９：００ ～ １３：００ 午後 １４：００～ １８：００

◎ガンマナイフセンター （０９８）８５４－５５１６

発行人 ： 大仲 良一 編集 ： 広報委員会

◎メディカルフィットネスセンター「フローゲン」 （０９８）８５４－５５４１

■編集後記

◎医療福祉課 （０９８）８５５－７２００

大 仲大 仲長 島大 仲大 仲大 仲AM健診・人間ドック

平成２９年４月現在

直通電話のご案内

年が明けて、３ヶ月経ちますが皆さま体調はいかがでしょうか。今年は、インフルエンザが前年よりも流行してお

り、体調を崩された方が多かったと思います。４月頃からは、暖かくなり気温の変化も大きくなると思いますが、引

き続き、体調管理に気を付けながら過ごしていきましょう。

４月からは新入職員が入社し、新しい生活がスタートします。新しい職場は、誰でも緊張すると思いますが、バー

ベキューやボーリング等のイベントに参加して頂き、少しでも早く打ち解けてもらえたらと思っております。私たち

広報委員も広報誌を通して、皆さまに病院の情報を伝えられるよう精進して参ります。今後とも宜しくお願い致しま

す。

広報委員 國吉

※1 外科・専門外来(乳腺外来・甲状腺外来・禁煙外来)


